


既設橋の耐震対策では、耐力が不足する橋脚等の部
材補強を行う工法が主流でした。
この方法では、仮締切が必要な河川内橋脚等のケー
スで大幅なコストアップになります。
高性能ダンパー／BM-Sを用いることで、特定の橋
脚に集中している地震時慣性力を他の橋脚・橋台に
分散させ、橋脚の補強レベルを低減させることが可
能となります。

❶慣性力分散工法
固定・可動支持構造の可動橋脚にBM-Sを適用する
ことで、地震力を可動橋脚にも分散し、固定橋脚の
負荷を軽減します。
BM-Sは可動橋脚の耐力にあわせた抵抗力特性を自
由に選定することができます。

❷免震構造とダンパーを併用する工法
既設橋の支持構造を免震構造に変更して慣性力を分
散させ、さらにBM-Sを設置し、高い減衰性能を期
待することが可能です。
免震構造を採用すると上部構造の変位が大きくなる
ため遊間の照査が必要になりますが、BM-Sは変位
の抑制にも効果的です。

仮締切 

橋脚補強 

●地震波の繰り返しに対して高い減衰性能を維持し、耐久性に優れています。
●振幅量の大小にかかわらず安定した抵抗力特性を発揮しますので、
小さな振動から大地震まで優れた振動減衰効果が得られます。

●温度変化などのゆっくりした変位に対しては、抵抗力が地震時の
抵抗力に比べ約1/5以下まで低減します。

●温度依存性が極めて小さいため、過酷な環境下でも安定した性能
を発揮します。

●特殊充填材は経年劣化を起こさず、メンテナンスの必要がありま
せん。

●落橋防止構造を兼用できるケースもあります。

【基本特性】緩速変形時の特性



BM-Sは特殊充填材の流動抵抗力を利用した高減衰
ダンパーです。BM-Sはシリンダー内にある特殊充
填材とピストン・ロッドとで構成され、地震による橋
梁の揺れを、特殊充填材が充填されたシリンダーと
ピストンとの相対運動に置換えます。その際に生じ
る抵抗力により、振動エネルギーを吸収します。
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Binghum Material Damper-s
橋梁用ビンガムダンパーBM-S

●取扱い営業所

■販売元
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■製造元

その他の耐震対策工法の例

●緩衝チェーン
地震時の衝撃緩和に優れた落橋防止装置

●せん断ストッパー
ひとつの装置で２方向の変位に対応した変位制限装置

塩害地区等の腐食環境が厳しい箇所への対応として
PWC（プラズワイヤーコーティング）仕様を取り揃え
ています。PWCとは高温・高速のプラズマにより、
AL-5%Mg合金を金属表面に溶射する技術です。
金属面に犠牲金属の皮膜をつくり、長期間にわたり
腐食から製品を守ります。
海岸部における推定耐用年数として１００年以上との
試験結果となります。（複合サイクル試験）
※PWC：九州電力（株）、西日本プラント工業（株）、オイレス工業（株）の
共同出願商標です。


